
 

 

第４学年 音楽科学習指導案 

 

１ 題材名 日本の音楽に親しもう 

 

２ 題材の目標 

・日本の音楽の雰囲気や特徴を感じ取りながら、民謡を聴いたり表現したりして日本に伝わる音楽に 

親しむ。 

・日本の音楽の特徴を感じ取り、リズム伴奏や旋律をつくったり友達と合わせたりして音楽を楽しむ。 

 

３ 評価規準  

 

関心・意欲・態度 音楽表現の創意工夫 技能 音楽の鑑賞能力 

日本の音楽に関心をも

ち、日本の音楽の特徴

を感じ取りながら、聴

いたり表現したりしよ

うとしている。 

日本の音楽を特徴付け

ている要素や音楽の仕

組みを手掛かりとして

思いや意図をもって旋

律をつくったりつなげ

たりしている。 

５音音階の旋律に合う

リズム伴奏や楽器を選

び、友達の楽器の音を

聴きながら、自分の音

を合わせてお囃子を演

奏している。 

音楽を特徴付けている

要素や音楽の仕組みを

聴き取り、それらが醸

し出す日本の音楽の雰

囲 気 を 感 じ 取 り な が

ら、日本の音楽に親し

んでいる。 

 

 

４ 単元について 

本単元は、小学校学習指導要領第３学年及び第４学年、「Ａ表現」の指導事項（３）「イ 音を音楽に 

構成する過程を大切にしながら、音楽の仕組みを生かし、思いや意図をもって音楽をつくること。」

「Ｂ鑑賞」の指導事項（１）「ア 曲想とその変化を感じ取って聴くこと。」の内容を受けて設定したも

のである。 

児童はこれまでに「こきりこ」などの日本の伝統音楽を鑑賞する中で、日本の音楽の特徴をとらえてい

る。本時では５音音階を用いて旋律やリズムなどを関連付けながらお囃子をつくることをねらいとして

いる。 

本時では、５音音階で２小節の旋律をワークシートで作成した後プログラミングで旋律におこし、自分

でも同じ様にリコーダーで演奏したり、他の児童の作品も鑑賞したりする。目・耳・体で音を感じる設

計を試みた。またつくった旋律をペアや学級で組み合わせて8小節の旋律をつくったり、それに動きを

加えたりすることを通して、日本の音楽のよさや音楽をつくることの楽しさを味わうことができると考

える。 

 

 

５ 教科の学習とプログラミング教育の関連 

 

プログラミング教育のねらいの大前提として、小学校プログラミング教育の手引には下記のような記述



 

 

がある。 

 

児童がプログラミングに取り組んだり、コンピュータを活用したりすることの楽しさや面白さ、ものご

とを成し遂げたという達成感を味わうことが重要です。「楽しい」だけで終わっては十分とは言えませ

んが、まず楽しさや面白さ、達成感を味わわせることによって、プログラムのよさ等への気付きを促

し、コンピュータ等を「もっと活用したい」、「上手に活用したい」といった意欲を喚起することがで

きます。 

 

今回は５つの音の並び順とリズムを考え、それをプログラムに落とし込んでいくが、児童が試行錯誤を

経て再現したい音楽をプログラムに落とし込む中で、コンピュータの性質を体感する。その点で、小学

校プログラミング教育の手引の下記のような例示にも沿う授業であると考える。 

Ｂ－① 音楽 （第４学年）様々なリズム・パターンを組み合わせて音楽をつくることをプログラミング

を通して学習する場面 

 

本時の授業においては、児童が各々作成した２小節の旋律のプログラムをつなぎ合わせることで１つの

長い旋律をつくりあげる活動を通してパターンの組み合わせを体験しており、音楽を共創することの楽

しさや音楽表現の楽しさを味わう機会としている。 

 

 

６ 学習指導計画（全４時間） 

時 学習活動 留意点・評価 

１ おはやしのリズムを考える お囃子を形作るリズムを理解し、楽曲の構造に

気を付けて、旋律をつくる試行錯誤をしてい

る。 

２ ３音で旋律をつくる ラドレの３つの音でおはやしの旋律をつくるこ

とに興味・関心をもち、思いや意図をもって音

楽をつくる学習に進んで取り組もうとしてい

る。 

※ embotの組み立ては休み時間等に工面し、授

業の中には取り組まない。 

３ 

(本時） 

５音で旋律をつくる リズムや音の組み合わせを工夫して、５音を使

ってまとまりのある日本の旋律を作ることがで



 

 

きる。 

４ ８小節の曲に仕上げ、embotに動きをつ

ける 

旋律の動きとリズムやembotの動きを関連付け

ながら、思いや意図をもって旋律をつくってい

る。 

 

 

  



 

 

７ 本時について 

(1) 目標 リズムや音の組み合わせを工夫して、５音を使ってまとまりのある日本の旋律を作ること

ができる。 

(2) 展開 

分 学習活動 ◯指導上の留意点 ☆評価 
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■ 単元で学習している歌を歌唱させる 

・「さよなら友よ」「こきりこ」 を歌う  

 

■ 授業の流れを知らせる  

・黒板に書かれた授業の流れ を見て、これからの学習の

見通しをもつ 

 

■ めあてを確認する 

５つの音で、おはやしのせんりつを 

つくりましょう 

■ 音符カードを使って２小節のリズムをつくらせる。 

・音符カードを使って２小節のリズムをつくる。 

 

 

■ embot で旋律をつくらせ る。 

・リズムをプログラムしてから、ミ・ソ・ラ・ド・レの

音を当てはめて、気に入った旋律をつくる。 

 

■ つくった旋律を五線に書かせる。 

・ワークシートを見ながら、自分がつくった旋律を五線

に書き、リコーダーで練習する。 

 

■ つくった旋律をリコーダーで演奏させる。 

・一人ずつ、自分が演奏しやすい速さで演奏する。 

 

 

 

■ 振り返りをさせる。 

 

■ embotで自分の旋律と友達が作った旋律をつながせ 

る。 

・早く終わった児童から、友達の旋律を自分のプログラ

ムに組み込む。 

 

■ 次時の予告をする。 

 

 

◯マインドマップに授業の流れを

記入し、授業の見通しをもたせ

る。 

 

 

 

 

 

◯音符の拍数を理解することが難

しい児童のために拍数を記入した

音符カードを用意する。 

 

☆いろいろな音を試しながら まと

まりのある旋律をつくっている。 

 

◯五線譜に音符がかけない児童に

は机間指導をする。 

 

 

うまく演奏できない児童は、でき

るところまで演奏させたあと、e

mbotで発表させる。 
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○印刷されたプログラムを見なが

ら友達の旋律を入力する。 

(3) 評価 リズムや音の組み合わせを工夫して、５音を使ってまとまりのある日本の旋律を作ること

ができる。 


